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憲
法
記
念
日
（
５
月
３
日
）
を
中
心
と

し
た
５
月
１
日
〜
７
日
を
、
裁
判
所
で
は

憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
憲
法
の
精
神
や
国
民
生
活
に

お
け
る
裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。 

　
法
務
省
や
検
察
庁
、
弁
護
士
会
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、

例
年
、
憲
法
週
間
の
時
期
に
法
廷
等
見
学

ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
な
ど
の
行
事
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
憲
法
週
間
の
行
事
へ
の
参
加
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
裁
判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、

裁
判
所
や
裁
判
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

　
間
も
な
く
、「
裁
判
員
制
度
」
が
始
ま
っ

て
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
す
。
裁
判
所
で

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
裁
判
が
よ

り
利
用
し
や
す
く
分
か
り
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
に
、
裁
判
の
制
度
や
仕
組
み
に

つ
い
て
、
幅
広
い
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

【
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、
見
学
・
傍

聴
案
内
等
の
各
種
情
報
】
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w
.courts.go.jp/

）

【
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
】
裁
判
員

制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

（http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/

） 
      

　
５
月
31
日
e
は
、
自
動
車
税
の
納
期
限

で
す
。 

　
４
月
１
日
現
在
、
自
動
車
を
お
持
ち
の

人
に
、
５
月
上
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
県

税
事
務
所
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
手
続

き
を
他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
に
つ
い

て
納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
れ

ら
の
手
続
き
が
３
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の
県
税
事
務

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
市
役
所
内
の
指
定
金
融
機
関
の
窓
口
で

は
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

      

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
土
地
に
対
す

る
税
負
担
の
調
整
措
置
（
負
担
調
整
措
置
）

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
平
成
24
年
度
・
25
年
度
分
の
住
宅
用
地
・

特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
負
担
水
準
の
改

正 ◎
小
規
模
住
宅
用
地
・
一
般
住
宅
用
地
・

特
定
市
街
化
区
域
農
地 

〈
原
則
〉
今
年
度
課
税
標
準
額
＝
評
価
額

×
特
例
率 

　
た
だ
し
、
負
担
水
準
の
値
に
応
じ
て
、

以
下
の
と
お
り
負
担
の
調
整
を
行
い
ま
す
。 

①
負
担
水
準
が
90
％
〜
100
％
（
昨
年
ま
で

は
80
％
〜
100
％
）
の
場
合
↓
前
年
度
の

課
税
標
準
額
を
据
え
置
き
ま
す
。 

②
負
担
水
準
が
90
％
（
昨
年
ま
で
は
80
％
）

未
満
の
場
合
↓
前
年
度
課
税
標
準
額
＋

（
評
価
額
×
特
例
率
×
５
％
） 

　
た
だ
し
、
計
算
し
た
額
が
90
％
（
昨
年

ま
で
は
80
％
）
を
上
回
る
場
合
は
90
％
（
昨

年
ま
で
は
80
％
）
相
当
額
と
し
、
20
％
を

下
回
る
場
合
は
20
％
相
当
額
と
し
ま
す
。 

◎
雑
種
地
・
非
住
宅
用
地
等
に
つ
い
て
は

従
来
ど
お
り
で
す
。 

〈
原
則
〉
今
年
度
課
税
標
準
額
＝
評
価
額

×
70
％ 

　
た
だ
し
、
負
担
水
準
の
値
に
応
じ
て
、

以
下
の
と
お
り
負
担
の
調
整
を
行
い
ま
す
。 

①
負
担
水
準
が
60
％
〜
70
％
の
場
合
↓
前

年
度
の
課
税
標
準
額
を
据
え
置
き
ま
す
。 

②
負
担
水
準
が
60
％
未
満
の
場
合
↓
前
年

度
課
税
標
準
額
＋
（
評
価
額
×
５
％
） 

　
た
だ
し
、
計
算
し
た
額
が
60
％
を
上
回

る
場
合
は
60
％
相
当
額
と
し
、
20
％
を
下

回
る
場
合
は
20
％
相
当
額
と
し
ま
す
。 

　
以
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税
・ 

都
市
計
画
税
課
税
明
細
書
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。 

　
今
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
第
１
期
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。
納

税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
は
お
手
元
に
届

き
ま
す
。 

sと　き　5月13日（日） 
　開演　午後1時　終了　午後4時30分 
sところ　刈谷市総合文化センター 
アイリス　2階大ホール 
s定　員　1,000人（入場無料・予約不要） 
s内　容 
○特別公演　「対応に困る認知症の症状の
対処の仕方について」（医療法人さわらび会
福祉村病院老年科副院長　伊苅弘之氏） 

○パネルディスカッション 
（座長：さくら中央クリニック　鈴木一正氏 

パネリスト：石川内科院長　石川平八氏、半城

土とみやすクリニック院長　冨安斉氏、同認知

症担当　吉村優里氏、刈谷豊田総合病院　菱川

望氏、刈谷病院院長　平野千晶氏、医療法人さ

わらび会福祉村病院老年科副院長　伊苅弘之氏） 

○認知症相談会 
各包括支援センターブース（会場内） 
s問合せ　刈谷医師会（122－1622　土・
日曜日を除く午前9時～午後5時30分） 

刈谷医師会認知症市民フォーラム 
～地域で支える認知症～ 

刈谷医師会認知症市民フォーラム 
～地域で支える認知症～ 

５
月
１
日
〜
７
日
は 

「
憲
法
週
間
」
で
す 

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局 

総
務
課
庶
務
係（
1
０
５
２

（223）
０
９
９
４
） 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

税
務
課 

資
産
税
係
（
内
線
136
） 

自
動
車
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く 

県
西
三
河
県
税
事
務
所 

自
動
車
税 

グ
ル
ー
プ
（
1
０
５
６
４
（27）
２
７
１
２
） 
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※問合せは知立市役所 

TEL 0566－83－1111（代表） 
FAX 0566－83－1141 
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

講座種目  

パソコン講習
（初級） 

医療事務 

経理事務 

 
ヘルパー2級 

日程（6月～11月） 

土曜日（全15回） 
 
土曜日（全15回） 

土曜日（全15回） 

土曜日（全8回） 
※自宅学習（58時
間）、介護実習等（30
時間）あり 

会場  

名古屋 
豊橋 

名古屋 

名古屋 

 
名古屋 

定員  

各20人 
 

40人 

20人 

 
30人 

※定員を超えて応募があった場合は抽選となります。 
※募集要領と申込書は、家庭児童相談室または子ども課 
　窓口で配布します。 

     
　
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童
扶
養

手
当
の
月
額
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。（
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指

数
を
基
に
改
定
） 

     

　
母
子
家
庭
の
母
等
の
自
立
を
促
進
す
る

た
め
、
就
職
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い

技
能
や
資
格
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

と
寡
婦
の
人
で
、
就
業
意
欲
が
あ
り
、
全

日
程
出
席
で
き
る
人 

▼
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
・

交
通
費
は
自
己
負
担
） 

                   

▼
申
込
み
　
５
月
７
日
b
〜
28
日
b
ま
で

に
子
ど
も
課
へ
。 

　
今
年
の
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
子
ど

も
手
当
が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し

た
。
平
成
23
年
10
月
以
降
、
改
め
て
子

ど
も
手
当
認
定
通
知
書
が
お
手
元
に
届

い
て
い
る
人
は
、
平
成
24
年
４
月
以
降

も
引
き
続
き
児
童
手
当
の
受
給
者
と
し

て
認
定
（
み
な
し
認
定
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
手
当
か
ら
の
主
な
変
更
点
は
、

手
当
の
名
称
が
変
わ
る
こ
と
と
、
６
月

分
の
手
当
か
ら
、
新
た
に
所
得
制
限
が

加
わ
る
こ
と
で
す
。
所
得
制
限
の
内
容

は
決
定
次
第
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

○
子
ど
も
手
当
（
子
ど
も
手
当
特
別
措

置
法
分
）
の
申
請
期
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。 

　
平
成
23
年
10
月
分
〜
24
年
３
月
分
ま

で
の
子
ど
も
手
当
（
子
ど
も
手
当
特
別

措
置
法
分
）
の
申
請
期
間
が
平
成
24
年

３
月
末
か
ら
９
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。 

　
平
成
23
年
10
月
１
日
現
在
で
受
給
資

格
の
あ
る
人
は
、
申
請
さ
れ
な
い
と
、

同
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
が
支

給
さ
れ
ず
、
ま
た
平
成
24
年
４
月
か
ら

の
児
童
手
当
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
受

給
資
格
の
あ
る
人
は
お
早
め
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点

は
子
ど
も
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ
　
子
ど
も
課
　
子
育
て
支
援

係
（
内
線
224
） 

全部支給 

一部支給 

2人目加算 

3人目以降加算 

平成24年3月分まで 

41，550円 

41，540円～9，810円 

5，000円 

3，000円 

平成24年4月分から 

41，430円 

41，420円～9，780円 

5，000円 

3，000円 

 

→ 

→ 

→ 

→ 

H23.10H23.10 H24.3H24.3 H24.4H24.4 H24.6H24.6 H24.9H24.9H23.10 H24.3 H24.4 H24.6 H24.9

「児童手当」 

申請・認定者 

未申請者 

子ども手当（特別措置法分） 

所
得
制
限（
現
況
届
） 

みなし認定 

未申請のままですと、H23.10からの子
ども手当は受給できません。また、児
童手当のみなし認定もできません。 

児
童
扶
養
手
当
の
月
額
が 

変
わ
り
ま
し
た 

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係
（
内
線
223
） 

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会 

社
会
福
祉
法
人 

愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉 

連
合
会
（
1
０
５
２
（915）
８
８
６
２
） 

子
ど
も
手
当
が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た

子
ど
も
手
当
が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た 

子
ど
も
手
当
が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た 
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在
宅
で
寝
た
き
り
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
重
度
障
が
い
者
の
人
が
使
用
し

て
い
る
寝
具
の
洗
濯
、
乾
燥
を
無
料
で
行

い
ま
す
。 

▼
対
象
者
　 

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人 

②
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人 

③
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人 

▼
内
容
　
掛
ふ
と
ん
・
敷
ふ
と
ん
・
毛
布

各
１
枚
の
洗
濯
・
乾
燥
（
た
だ
し
、
羽
毛

ふ
と
ん
な
ど
特
殊
な
も
の
は
除
き
ま
す
。
） 

▼
実
施
日 

〈
回
収
日
〉
５
月
22
日
c
・
23
日
d 

〈
配
達
日
〉
５
月
25
日
f 

▼
申
込
み
　
５
月
15
日
c
ま
で
に
長
寿
介

護
課
へ
。 

※
過
去
に
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
電

話
申
込
み
も
可
能
で
す
。 

 

▼
町
内
会
と
は 

　
町
内
会
は
、
町
な
ど
の
一
定
区
域

に
住
む
人
々
の
意
思
に
基
づ
い
て
結

成
さ
れ
た
任
意
団
体
で
、
市
内
に
は

31
の
町
内
会
が
あ
り
ま
す
。（
町
内

会
の
無
い
地
域
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

▼
町
内
会
の
必
要
性 

　
地
域
の
安
心
安
全
で
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
お
住
ま
い

の
地
域
で
実
施
さ
れ
る
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
と
も
に
助
け
合
い
、

協
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
の
発
生
が
、
東
海
地
区
で
も
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
職
員
や
消
防

職
員
な
ど
が
す
ぐ
に
現
地
に
駆
け
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
、
頼
り
に
な
る

の
は
身
近
な
ご
近
所
さ
ん
で
す
。 

　
町
内
会
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
密

接
な
自
主
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
積
極
的

に
町
内
会
に

加
入
し
て
く

だ
さ
る
よ
う

ご
案
内
し
ま

す
。
町
内
会

へ
の
加
入
等

の
お
問
合
せ

は
、
各
町
の

区
長
さ
ん
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ
　
協
働
推
進
課
　
協
働
人

権
係
（
内
線
334
） 

長 篠 町  

山 町  

山屋敷町 

中 山 町  

中 町  

新 地 町  

本 町  

宝 町  

西 町  

逢 妻 町  

西 丘 町  

上重原町 

弘 法 町  

西 中 町  

新 林 町  

谷 田 町  

石川　釟紘 

坂野　彰 

田中　新 

黒田　文雄 

伊藤　孝 

三宅　守人 

神谷　正明 

岡田　浩 

山田　計行 

畑田　徹 

津田　鎮福 

岡田　鈴夫 

北村　信人 

藤井かなゑ 

吉田純一郎 

木村　嘉廣 

82-4104 

81-9421 

83-2817 

82-2163 

82-2911 

81-0033 

83-0848 

82-5995 

82-4863 

81-4463 

82-4667 

 

82-8764 

81-9682 

84-4664 

82-3682

長篠町丸山28-26 

東栄1-33 

山屋敷町山屋敷45-1 

中山町神狭間23-10 

中町中61-3 

新地町吉良道東3 

桜木町桜木72-2 

宝町塩掻51-1中央マンション知立501 

西町落合1-7 

逢妻町桜7-14 

西丘町西丘14-3 

上重原町本郷67 

上重原町小針125-8 

西中町天神48 

新林町欠藪3-6キングスコート203 

谷田町北屋下122

八 ツ 田 町  

牛 田 町  

南 陽 区  

八 橋 町  

来 迎 寺 町  

昭和1丁目 

昭和2丁目 

昭和3丁目 

昭和3丁目1 

昭和4丁目 

昭和5丁目 

昭和6丁目 

昭和7丁目 

昭和8丁目 

昭和9丁目 

81-2734 

82-1301 

82-5000 

82-8531 

82-0350 

81-2178 

81-2279 

81-2356 

82-8114 

82-4605 

82-8378 

83-2605 

83-1805 

81-7321 

83-1279

八ツ田町荒子135 

牛田町西屋敷99-5 

新池1-50 

八橋町弁財天44 

来迎寺町足軽7 

昭和1丁目15-2 

昭和2丁目10-5 

昭和3丁目7-3 

昭和3丁目1-1（32-401） 

昭和4丁目13-2 

昭和5丁目10-23 

昭和6丁目1（58-103） 

昭和7丁目1（43-406） 

昭和8丁目1（24-304） 

昭和9丁目4（14-403） 

（平成24年4月1日現在） 

町　名 氏　名 住　所 電　話 町　名 氏　名 住　所 電　話 

池田　博 

岡田　伊藏 

杉浦　利明 

平澤　信幸 

野村　幹夫 

竹内　鉦八 

田中　弘造 

竹口　保　 

下川　照明 

櫻木　鋭到 

沖田　洋治 

久保田忠邦 

高笠原晴美 

石川　博文 

大野　　伸 

080- 
3675-6974

ふ
と
ん
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス 

長
寿
介
護
課 

長
寿
企
画
係
（
内
線
147
） 

みんなでつくろうわがまちを！ 

町内会加入のご案内 町内会加入のご案内 町内会加入のご案内 

2012. 5. 1 8



市政トピックス 
 
※問合せは知立市役所 

TEL 0566－83－1111（代表） 
FAX 0566－83－1141 
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

講習種別 
特定事業所 

 
 
午後 
 
 
午前 
 
 
 
 
 
 
午前 

開催会場
 

 
ウィルあいち（名古屋市） 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

稲沢市民会館 
ライフポートとよはし 
高浜市立中央公民館 
刈谷市産業振興センター 
大府市勤労文化会館 

  講習日
 

 
6/25（月） 
6/26（火） 
6/27（水） 
6/28（木） 
6/29（金） 
7/2（月） 
7/3（火） 
7/4（水） 
7/6（金） 
7/12（木） 
7/18（水） 
7/20（金） 
7/27（金） 

 
一般 
午後 
午前 
午前 

午前・午後 
午前 
午後 

午前・午後 
午後 
午後 
午前 
午前 
午後 
午後 

 
給油取扱所 
午前 
午後 
 
 
午後 
 
 
午前 
午前 
午後 
午後 
午前 

     
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉

向
上
の
た
め
に
、
困
っ
て
い
る
人
か
ら
の

相
談
や
行
政
と
の
橋
渡
し
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
、
紙
お
む
つ
や

歳
末
義
援
金
の
配
布
、
学
校
関
係
の
会
議

へ
の
参
加
、
小
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
さ
ら
に
障
が
い
者
、
高
齢

者
の
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
作
成
等
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
、「
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ

し
た
思
い
や
り
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
も
と
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
い
担
当
地
区
や
連
絡
先
は
福
祉
課

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

     

　
市
観
光
協
会
で
は
、
知
立
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
お
よ
び
観
光
事
業
の
振
興
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
に
対
し
て
、
後
援

等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
当
該
事
業
に
つ

い
て
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

利
用
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。 

　
『
知
立
を
盛
り
上
げ
た
い
』『
知
立
の

魅
力
を
発
信
し
た
い
』
等
熱
い
思
い
の
あ

る
事
業
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
区
分
　
後
援
・
推
薦 

▼
申
請
方
法
　
当
該
事
業
実
施
日
の
14
日

前
ま
で
に
、
申
請
書
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
原
稿
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
観
光
協
会
事

務
局
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
審
査
の
う

え
、
承
認
書
を
交
付
し
ま
す
。
） 

      

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
左
表
の
と
お
り 
                      

▼
受
講
申
請
書
等
の
配
布
　
５
月
14
日
b

か
ら
各
消
防
署
（
予
防
係
）、
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
で
配
布
し
ま
す
。 

▼
受
講
手
数
料
　
４
千
700
円
（
愛
知
県
証

紙
に
よ
り
納
付
） 

▼
申
込
み
　
５
月
14
日
b
〜
31
日
e
ま
で

に
所
定
の
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

救命講習会（５月開催分） 大切な人の命をつなぐ心配蘇生法。自信を持ってできるよう救命講習会に参加しましょう。 

s問合せ　衣浦東部広域連合消防局消防課（163－0135　ホームページ http://www.kinutoh.jp/） 

会　　場 

講 習 会 名  

開 催 日 時  

定員・受講料 

申 込 み  
 
対 象 者  

 
内 容  

安城消防署 

普通救命講習会Ⅲ 

5月19日G　午前9時～正午 

先着20人・無料 

5月5日_　午前9時～ 
（175－2494）救急係へ 

知立消防署 

普通救命講習会Ⅰ 

5月20日A　午前9時～正午 

先着20人・無料 

5月5日_　午前9時～ 
（181－4144）救急係へ 

碧南・刈谷・安城・知立市および高浜市在住、在勤の人でいずれの会場でも受講できます。 

普通救命講習会Ⅰ　心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫）、AEDの使用法、止血法など 
普通救命講習会Ⅲ　小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、ひきつけ、のどに異物が詰まった時の処置 
※救命講習会を団体で受講される場合は、最寄の消防署へお問合せください。 

　市観光協会は知立市の観光情報を発

信するホームページを開設しました。 

　まつりなどのイベント情報やグルメ

情報など知立市の魅力が満載です。 

　「知立再発見」として市民や観光客

の皆さんが発見した知立の新たな魅力

を掲載するページもありますので、多

くの情報提供をお待ちしています。（情

報は内容を精査して掲載します。） 

　また、広告バナーへの掲載企業も募

集予定です。詳細は募集開始時に観光

協会ホームページでご案内します。 

http://chiryu-kanko.com/ 
 

 

 

 

 

s問合せ　観光協会事務局 

　　　　　（経済課内　内線211・212） 

知立市観光協会の 
ホームページを開設しました 

第
１
回
危
険
物
取
扱
者 

保
安
講
習
会 

6
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会 

　
　
　
　
　
（
1
０
５
２
（961）
６
６
２
３
） 

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す 

福
祉
課 

保
護
援
護
係
（
内
線
143
） 

あ
な
た
の
活
動
を
応
援
し
ま
す 

観
光
協
会
事
務
局（
経
済
課
内 

内
線
211
） 

2012. 5. 19



市政トピックス 

20cm以下 
20cmを超え 
50cm以下 
50cmを超え 
2m以下 
2mを超える 
15cm以下 
15cmを超え 
50cm以下 
50cmを超え 
1m以下 

金額 
36銭 

43銭 
 

50銭
 

 
57銭 
26銭 

51銭
 

 

61銭
 

 
 

41銭 

電
線 

チ
ュ
ー
ブ 

内　容 規　格 

〈カプラー差し〉 
電線の端末に取り付けら
れた端子をカプラーに差
し込むこと。 

〈チューブ通し〉 
電線の被覆を保護するた
め丸チューブを電線の端
から差し入れること。 

〈防水栓通し〉 
カプラーにはめ込む前に防水栓に電線を通
すこと。（手工具を使用せず行うものに限る） 

      

　
県
内
で
車
両
電
気
配
線
装
置
製
造
業
に

従
事
す
る
家
内
労
働
者
の
人
に
適
用
さ
れ

る
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。 

■
効
力
発
生
の
日
　
平
成
24
年
３
月
17
日 

※
最
低
工
賃
額 : 

次
の
表
の
区
分
に
応
じ
、

１
本
に
つ
き
、
金
額
欄
に
掲
げ
る
金
額 

               

　
適
用
さ
れ
る
家
内
労
働
者
は
、
県
内
で

車
両
電
気
配
線
装
置
製
造
業
に
係
る
カ
プ

ラ
ー
差
し
、
チ
ュ
ー
ブ
通
し
お
よ
び
防
水

栓
通
し
の
業
務
に
従
事
す
る
人
で
す
。
こ

れ
ら
家
内
労
働
者
に
委
託
す
る
委
託
者
（
県

内
外
に
問
わ
ず
）
は
、
右
記
の
最
低
工
賃

額
以
上
の
工
賃
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

□
特
定
都
市
河
川
流
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た 

　
県
は
、「
総
合
治
水
対
策
」
を
よ
り
確

実
に
推
進
す
る
た
め
、
二
級
河
川
境
川
・

逢
妻
川
・
猿
渡
川
に
流
れ
込
む
流
域
を
、

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ

き
特
定
都
市
河
川
流
域
と
し
て
指
定
し
ま

し
た
。（
平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
）
こ

れ
に
よ
り
田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て
い

な
い
土
地
で
行
う
500
㎡
以
上
の
開
発
は
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

          

▼
問
合
せ
　
県
建
設
部
河
川
課
（
1
０
５

２
（954）
６
５
５
５
）・
市
役
所
土
木
課
（
内

線
452
） 

□
進
む
開
発
と
高
ま
る
浸
水
被
害
の
危
険
性 

　
山
林
や
田
畑
な
ど
に
は
雨
水
を
一
時
的

に
溜
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能

が
あ
り
、
河
川
へ
の
雨
水
流
出
量
を
抑
え

る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日

で
は
開
発
が
進
み
、
地
表
面
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
に
覆
わ
れ
、
短

い
時
間
で
多
く
の
雨
水
が
河
川
へ
入
っ
て

く
る
よ
う
に
な
り
、
洪
水
の
危
険
性
が
増

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
山
林
や
田
畑
を
保
全
し
て

い
く
こ
と
が
、
河
川
や
下
水
道
の
整
備
と

合
わ
せ
て
、
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

             

□
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
総
合
治
水
対
策 

　
洪
水
や
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
川
幅
を
広

げ
た
り
、
川
底
を
掘
る
な
ど
の
河
川
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

急
激
な
開
発
に
よ
っ
て
増
加
す
る
雨
水
を

安
全
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
流
域
内
に
雨
水
を
貯
め
た
り
、
地
下

に
浸
透
さ
せ
る
施
設
を
つ
く
り
、
河
川
に

一
度
に
入
っ
て
く
る
雨
水
の
量
を
減
ら
す

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
河

川
の
改
修
」
と
「
流
域
内
で
の
対
策
」
さ

ら
に
洪
水
や
浸
水
が
起
き
た
時
の
「
警
戒

避
難
体
制
の
確
立
」
な
ど
を
合
わ
せ
て
実

施
し
、
被
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
「
総

合
治
水
対
策
」
と
い
い
ま
す
。
境
川
流
域

で
は
、
昭
和
58
年
か
ら
県
や
近
隣
市
町
と

共
に
こ
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

□
家
庭
で
も
で
き
る
取
り
組
み 

　
市
で
は
洪
水
や
浸
水
の
防
止
を
図
る
こ

を
目
的
に
家
庭
で
も
で
き
る
取
り
組
み
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
降
っ
た
雨
を
屋
根
の

樋
か
ら
集
め
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
に
貯
め
た

り
、
駐
車
場
な
ど
の
舗
装
を
透
水
性
に
す

る
な
ど
し
て
川
に
短
時
間
で
雨
水
が
流
れ

な
い
よ
う
に
対
策
を
行
う
人
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

□
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
フ
ェ
ア 

　
雨
水
被
害
や
対
策
の
様
子
な
ど
の
総
合

治
水
対
策
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
写
真
や
図
を
用
い
た
パ
ネ
ル
の

展
示
を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
25
日
g
〜
30
日

e
・
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
／
９
月
８
日
g

〜
13
日
e
・
知
立
建
設
事
務
所
ロ
ビ
ー 

□
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ご
活
用
を 

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
過
去
の
豪

雨
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
確
認
さ
れ
た
区

域
や
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
区
域
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
避
難
場
所
、
避
難
の
時

に
通
行
が
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
な
ど
も

記
し
て
い
ま
す
。 

　
日
常
か
ら
大
雨
な
ど
の
危
険
時
に
備
え

て
ど
こ
の
ル
ー
ト
で
避
難
す
る
か
、
近
所
に

浸
水
の
予
想
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
か
な
ど

一
度
現
地
を
見
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
土
木
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

□
総
合
治
水
に
関
す
る
問
合
せ 

　
土
木
課
　
土
木
係
（
内
線
452
） 

○
総
合
治
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.sougo-chisui.jp/

□開発が進む前 

□開発が進んだ後 

雨水の大半は地中に
浸透したり、水田やた
め池に貯留され河川へ
の流出は抑えられます。 

地表がコンクリートやア
スファルトで覆われたり、
森林や水田・ため池が
なくなることにより、雨
水が短時間に集中し
て河川へ流出し、浸水
被害が増加します。 

総
合
治
水
を
ご
存
知
で
す
か
？  

５
月
15
日
（火）
〜
21
日
（月）
は
総
合
治
水
週
間
で
す 

愛
知
県
車
両
電
気
配
線
装
置
製
造
業

最
低
工
賃
の
改
正 

愛
知
労
働
局
労
働
基
準
部 

賃
金
課 

　
　
　
　
　
（
1
０
５
２
（972）
０
２
５
８
） 
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